
地域概況 

１．地勢 

尾道市は、広島県東部に位置し、東は福山市、西は三原市、そして北は府中市、世羅町に隣接

しています。明治 31 年の市制施行以降、周辺市町村との合併を経て、緑豊かな北部丘陵地域か

ら尾道水道周辺地域を経て独特の多島美を有する瀬戸内海地域に至る、多彩な資源を有するまち

となっています。 

市域面積は 285.11 平方キロメートルを有し、地勢は大半が山地で、島しょ部は概して急峻で

平地に乏しく、平地は尾道水道・御調川沿い・島しょ部の海岸沿いに形成されています。 

以降、平成 17 年、18 年の合併前の５つの旧市町（旧尾道市、旧御調町、旧向島町、旧因島

市、旧瀬戸田町）の区分により、地域概況を整理します。 

（資料）国土交通省「国土数値情報」 

▲ 尾道市の位置・地勢

第３章 
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２．人口・世帯の状況 

１）人口・世帯の推移 

① 人口・世帯 

本市の人口は減少傾向にあり、平成 27 年の国勢調査では 138,626 人となっています。世

帯数は、平成 22年まで増加傾向にありましたが、それ以降は減少傾向に転じ、平成 27年の国

勢調査では57,643世帯となっています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 尾道市の人口と世帯数の推移 

② 将来目標人口 

「尾道市総合計画」では本市の将来目標人口を設定しており、2040 年（平成 52 年）に全

人口が 10.8 万人（年少人口 1.5 万人、生産年齢人口 5.4 万人、老年人口 3.9 万人）とするこ

とを目標としています。 

（資料）尾道市「平成29年3月 尾道市総合計画」 

▲ 将来目標人口 
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2）地域別の人口・世帯 

① 地域別割合 

本市の旧市町での人口割合は、旧尾道市が 62％で最も多く、次いで旧因島市が 17％、旧向

島町が 10％、旧瀬戸田町が 6％、旧御調町が 5％となっており、旧尾道市に半数以上の方が集

中しています。また、世帯数の旧市町割合もほぼ同じ傾向となっています。 

62%

62%

5%

4%

10%

10%

17%

18%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口

世帯数

旧尾道市 旧御調町 旧向島町 旧因島市 旧瀬戸田町

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 尾道市の人口と世帯数の地域別割合 

▲ 市町村合併前の尾道市 
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② 地域別の推移 

a．旧尾道市                b．旧御調町 

c．旧向島町                d．旧因島市 

e．旧瀬戸田町 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 地域別の人口と世帯数の推移 
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③ 人口分布 

500ｍメッシュによる人口分布をみると、旧尾道市中部・東部・西部や旧向島町の尾道水道

周辺に集中しています。 

旧御調町、旧瀬戸田町では、それぞれの地域で生活関連施設等が多く立地している区域に集中

し、旧因島市には人口が集中する区域が点在しています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

※500ｍメッシュとは、緯度・経度に基づき地域を隙間なく網の目（メッシュ）

の区域 （約500m四方等）に分けた、それぞれの区域に関するデータ 

▲ 500ｍメッシュによる人口分布 
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④ 世帯分布 

500ｍメッシュによる世帯分布をみると、人口分布と同様の傾向にありますが、世帯が多く

分布する区域は人口分布に比べて、やや広範囲に広がっています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 500ｍメッシュによる世帯分布 
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⑤ 将来の人口増減予測 

平成 27 年と比較した平成 47年の人口増減予測では、旧尾道市東部の JR 東尾道駅周辺や、

旧尾道市西部の平原団地周辺などの一部地域では、人口が増加することが予測されています。旧

尾道市中部・西部、旧向島町の尾道水道周辺や旧因島市南部においては、人口減少が進むと予測

されています。 

※国勢調査の結果をもとに、「尾道市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」の独自推計を踏まえ算出 

▲ 平成 27年と比較した平成47年の人口増減予測 
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３）年齢別人口構成 

① 年齢 3区分別の人口割合の推移 

年齢 3 区分別の人口割合の推移をみると、年少人口割合、生産年齢人口割合ともに減少傾向

にある一方で、老年人口割合は増加しています。 

平成 2 年には、老年人口割合が年少人口割合を上回り、少子高齢化傾向が顕著になっていま

す。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 年齢３区分別の人口割合の推移 

② 地域別の年齢3区分別の人口割合 

旧市町ごとの年齢 3 区分別の人口割合では、どの地域も年少人口割合が約 1 割、生産年齢人

口割合が約半数、老年人口割合が約3、4割となっています。 

旧因島市と旧瀬戸田町では、年少人口割合が他地域と比べてやや低く、老年人口割合が他地域

と比べ高い傾向となっています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

※年齢不詳除く 

▲ 旧市町ごとの年齢３区分別の人口割合 
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４）高齢者の状況 

① 老年人口・後期高齢者人口 

本市の老年人口割合は 34.0％となっています。また、75 歳以上の後期高齢者の割合も増加

しています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 老年人口・後期高齢者人口と割合の推移 

② 高齢者単身世帯 

先の整理（15 頁）の通り、全世帯数は平成 22 年以降減少傾向に転じましたが、高齢者単身

世帯数・世帯割合はともに増加しており、今後、地域公共交通を必要とされる方の割合が高くな

ることが予想されます。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 高齢者単身世帯数・世帯割合の推移 

34,349 
38,688 

41,294 
43,964 

47,146 

14,198 
17,377 

20,890 
23,367 24,254 

21.5%
24.9%

27.5%
30.3%

34.0%

8.9%
11.2%

13.9%
16.1% 17.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

1995年
（H7年）

2000年
（H12年）

2005年
（H17年）

2010年
（H22年）

2015年
（H27年）

老年人口（65歳以上） 後期高齢者人口（75歳以上）
老年人口割合 後期高齢者人口割合

老
年
人
口
・後
期
高
齢
者
人
口

老
年
人
口
・後
期
高
齢
者
人
口
割
合

（人）

4,933 

6,079 
6,868 

7,786 

8,812 

8.8% 10.7% 11.9% 13.3%
15.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1995年
（H7年）

2000年
（H12年）

2005年
（H17年）

2010年
（H22年）

2015年
（H27年）

高齢者単身世帯数
高齢者単身世帯割合

高
齢
者
単
身
世
帯
数

高
齢
者
単
身
世
帯
割
合

（世帯）

22



③ 地域別の老年人口割合 

地域別の老年人口割合をみると、旧尾道市中部や旧御調町、旧向島町、旧因島市南部、旧瀬戸

田町の一部（高根島）、また百島において老年人口割合が 50％を超えている地域が存在してい

ます。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

※グレー部分はデータ秘匿 

▲ 地域別の老年人口割合 
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④ 高齢者単身世帯率の分布 

500ｍメッシュによる高齢者単身世帯率（全世帯数のうち高齢者単身世帯が占める割合）の

分布をみると、割合が高い地域は百島全域のほか、旧御調町や旧尾道市北部に点在しています。 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 500ｍメッシュによる高齢者単身世帯率の分布 
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３．土地利用・道路等の状況 

１）用途地域 

本市では、尾道水道沿岸部の旧尾道市街地及び旧因島市南部で都市的土地利用が進む市街地が

広がっています。尾道駅周辺から市役所周辺にかけて商業・業務機能が集積し、その周辺部には

住宅地が広がっています。島しょ部においては沿岸部を中心として住居系用途が広がっています。 

（資料）国土交通省「国土数値情報」 

▲ 用途地域 

第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域
工業地域
工業専用地域

第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域
工業地域
工業専用地域

〈凡 例〉〈凡 例〉
用途地域用途地域
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2）道路 

① 道路ネットワーク 

本市の道路ネットワークは、山陽自動車道、中国やまなみ街道、瀬戸内しまなみ海道による高

速道路ネットワークを骨格として幹線道路網が整備されています。 

▲ 尾道市内の道路ネットワーク 

高速道路等
一般国道
主要地方道
一般県道

高速道路等
一般国道
主要地方道
一般県道

〈凡 例〉〈凡 例〉
道路種別道路種別
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② 自動車交通量 

平成 27 年度の全国道路・街路交通情勢調査では、市内の自動車交通量は国道 2 号尾道バイ

パスの西瀬戸尾道 IC から栗原 IC までの区間が最も多く、51,350 台/日となっています。また、

尾道大橋は25,924台/日、新尾道大橋は15,147台/日となっています。 

（資料）国土交通省「平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査」 

▲ 尾道市内の自動車交通量 
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3）目的地となる生活関連施設等の分布 

生活関連施設等の分布では、旧尾道市中部・東部・西部に病院や商業施設、公共施設が多く点

在しています。また、旧御調町、旧向島町、旧因島市、旧瀬戸田町の各支所周辺にも、病院や商

業施設が立地しています。 

（資料）尾道市、全国大型小売店総覧2017、国土数値情報 等 

▲ 生活関連施設等の分布 
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① 公共施設 

各種公共施設は、市役所・各支所を中心に点在していますが、尾道水道周辺地域に比較的集中

している状況となっています。 

（資料）尾道市 

▲ 公共施設の分布 
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② 教育施設 

教育施設のうち、小学校や中学校は各地域に立地しており、高校は各地域に立地していますが、

旧尾道市中部にやや集中している状況となっています。また、尾道大学は旧尾道市西部に立地し

ています。

（資料）尾道市 

※平成29年4月1日現在 

▲ 教育施設の分布 
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③ 医療施設 

医療施設のうち、総合病院は旧向島町と旧瀬戸田町を除く旧市町ごとに立地しています。診療

所は各地に点在していますが、旧尾道市中部・西部などに集中している状況となっています。 

（資料）国土交通省「国土数値情報医療機関データ 平成26年」 

▲ 医療施設（病院・診療所）の分布 
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④ 商業施設 

商業施設は各地域に立地していますが、旧尾道市中部・東部、旧向島町に各種商業施設が集中

している状況となっています。 

（資料）㈱東洋経済新報社「全国大型小売店総覧 2017」など 

▲ 大型小売店の分布 

32



⑤ 企業・工業団地 

工業団地は、旧尾道市北部・東部、旧因島市など内陸部や沿岸部に整備されています。企業は

旧尾道市中部・東部などに点在しているほか、島しょ部の沿岸部に立地しています。 

（資料）尾道市 

※尾道市内の事業所で、従業員数100名以上（推定値含む）の企業・事業所 

※従業員数（推定値含む）は、企業の従業員数を事業所数で分割した推定値含む 

▲ 企業･事業所と工業団地の分布 
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４）市街地と傾斜地の状況 

本市では、高齢化の進む住宅団地が点在しています。傾斜地の住宅団地では、高齢化の進展に

より、これまで以上に移動が困難になる状況が想定されます。 

（資料）国土交通省「国土数値情報」、総務省「平成27年国勢調査」 

※傾斜角度10度以上かつ人口密度40人/ha以上の地域と傾斜地の市街地として設定 

▲ 市街地と傾斜地の状況 

傾斜角度10度以上

人口密度40人/ha以上
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４．通勤・通学の状況 

１）通勤・通学での移動先 

市内に常住し、市内で従業・通学している人は、約5万 5千人です。通勤・通学による他市町

間での移動では福山市との往来が多く、約1万 5千人の流動があります。その他、三原市との間

でも、約6千人の流動があります。 

  ▼ 尾道市常住者の通勤先・通学先 ▼尾道市に通勤・通学する者の常住地

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

（資料）総務省「平成27年国勢調査」 

▲ 通勤・通学での移動の状況 

総数（人）
（15歳以上）

就業者（人）
（15歳以上）

通学者（人）
（15歳以上）

尾道市で従業・通学する者 70,456 65,562 4,894
 うち市内に常住 54,882 51,196 3,686
 うち他市町村に常住 14,670 13,546 1,124
   三原市 3,494 3,056 438
   世羅町 400 370 30
   府中市 712 676 36
   福山市 7,715 7,410 305
   今治市 110 109 1
   上島町 552 543 9
   その他市外 1,687 1,382 305

総数（人）
（15歳以上）

就業者（人）
（15歳以上）

通学者（人）
（15歳以上）

尾道市に常住する就業者・通学者 69,771 63,959 5,812
 うち市内で従業・通学 54,882 51,196 3,686
 うち他市町村で従業・通学 14,105 12,055 2,050
   三原市 2,896 2,529 367
   世羅町 249 248 1
   府中市 642 615 27
   福山市 7,667 6,794 873
   今治市 90 86 4
   上島町 423 345 78
   その他市外 2,138 1,438 700

今治市

世羅町

府中市

福山市

三原市

上島町

500人未満
500～1,000人
1,000人以上

その他
市 外

尾道市

2,896

3,494

400
712

7,715

552

110

1,687

249 642

7,667

423

90

2,138

●市内の就業者・通学者

69,771人
（うち市外へ出る： 14,105人 ）

■市内の職場・学校での従業者・通学者

70,456人
（うち市外から流入： 14,670人）
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2）通勤・通学時の利用交通手段 

通勤・通学時の利用交通手段は、通勤においては自家用車の利用が 6 割以上を占め、通学にお

いては自転車の利用が5割を超えています。 

地域公共交通機関である鉄道・電車、乗合バスの利用は、通勤においては 5％未満になってい

ますが、通学においては2割前後の方が利用されています。 

6.0

3.4

3.8

1.0

64.4

0.1

12.9

9.0

3.7

2.2

12.0

21.1

15.0

2.7

8.1

0.0

6.1

52.4

10.2

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

徒歩だけ

鉄道・電車

乗合バス

勤め先・学校のバス

自家用車

ハイヤー・タクシー

オートバイ

自転車

その他

不詳
自宅外就業者数
通学者数

（％）複数回答含む

（資料）総務省「平成22年国勢調査」 

※通勤・通学時の交通手段調査は、10年に1回の

国勢調査の大規模調査時に実施されています。 

▲ 通勤・通学での利用交通手段 
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５．自動車の登録状況・運転免許申請取消件数 

１）自動車の登録状況 

本市の乗用車登録台数と軽自動車割合の推移をみると、普通車と軽自動車を合わせた乗用車登

録台数は年々増加しています。 

（資料）尾道市「統計おのみち」 

▲ 尾道市内の乗用車登録台数と軽自動車割合の推移 

２）運転免許申請取消件数 

① 全国の状況 

運転免許申請取消件数は年々増加傾向にあり、平成 27 年度には 285,514 件となっていま

す。平成 29 年 3 月には改正道路交通法が施行され、今後も運転免許申請取消件数は増加して

いくことが予想されます。 

（資料）警察庁「運転免許統計平成27年版」

▲ 全国の運転免許申請取消件数 

38 37 37 37 37 36 36

34 35 35 36 37 38 39

72 72 72 73 74 74 75

-0.09 -0.07 -0.04 -0.02 0.01 0.04 0.06 

-0.5

0.0

0.5

0

20

40

60

80

100

120

2009年度
（H21年度）

2010年度
（H22年度）

2011年度
（H23年度）

2012年度
（H24年度）

2013年度
（H25年度）

2014年度
（H26年度）

2015年度
（H27年度）

普通車 軽自動車 軽自動車割合

乗
用
車
登
録
台
数

軽
自
動
車
割
合
（
軽
自
動
車/

普
通
車
）

（千台/年）

23,203 19,457 29,150 
51,086 

65,605 72,735 

117,613 
137,937 

208,414 

285,514 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

2006年
（H18年）

2007年
（H19年）

2008年
（H20年）

2009年
（H21年）

2010年
（H22年）

2011年
（H23年）

2012年
（H24年）

2013年
（H25年）

2014年
（H26年）

2015年
（H27年）

申
請
取
消
件
数

（件数）

37



② 本市の状況 

■ 運転免許申請取消件数の推移 

本市の運転免許申請取消件数の推移をみると、平成24年以降、増加傾向となっています。 

（資料）広島県警 

▲ 尾道市の運転免許申請取消件数 

■ 年代別割合 

本市の運転免許申請取消者の年代別割合をみると、80 歳以上 85 歳未満の年代が最も多く、

約3割を占めています。また、70歳以上が全体の8割を占めています。 

広島県全体では、70歳以上75歳未満が3割以上で最も多い状況です。 

本市においては、運転免許申請取消者の年齢が、県全体と比較してやや高齢となっています。 

【尾道市】                 【広島県】 

（資料）尾道市                   （資料）警察庁「運転免許統計」 

※尾道警察管外を含む                                   

▲ 運転免許申請取消者の年代別割合 

64歳未満
7%

65歳以上
～70歳未満

10%

70歳以上
～75歳未満

23%

75歳以上
～80歳未満

17%

80歳以上
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26%

85歳以上
17%

運転免許
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391件（H28年）
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16%
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６．観光の状況 

１）観光地の配置状況 

市内の観光客の来訪状況をみると、旧尾道市の観光地への来訪が最も多くなっています。近年

では、しまなみ海道サイクリングでの旧向島町、旧因島市、旧瀬戸田町への来訪者も多くなって

いる状況です。 

        ▲ 主要観光地の分布          ▲ 尾道市内の来訪場所（複数回答）

（資料）平成26年尾道市観光動態調査業務報告書 

50.1
46.9

11.1
6.1
4.6
7.3
6.8

15.5
4.0

0.7
1.5

10.0
2.2
2.1

15.1
3.9

1.5
3.4

17.7
9.1

5.5
2.4
6.0

2.3
20.5

0.2

0 20 40 60

尾道地域商店街

千光寺

その他の寺院

美術館・資料館

文学関連の石碑

映画のロケ地

尾道地域その他

クロスロードみつぎ

尾道ふれあいの里

圓鍔勝三彫刻記念館等

御調地域その他

向島洋らんセンター

国立公園高見山

向島地域その他

因島水軍城

フラワーセンター

本因坊秀作囲碁記念館等

因島地域その他

耕三寺

平山郁夫美術館

瀬戸田地域商店街

シトラスパーク

サンセットビーチ

瀬戸田地域その他

しまなみ海道

無回答

【旧尾道市】

【旧御調町】

【旧向島町】

【旧因島市】

【旧瀬戸田町】

（％）

▲ 観光列車 

「La Malle de Bois」

（ラ・マル・ド・ボァ）

▲ 千光寺山ロープウェイ
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2）観光客の状況 

① 総観光客数 

市内の総観光客数は増加傾向にあり、平成27年には約675万人となっています。 

（資料）広島県「H27年広島県観光客数の動向」 

▲ 尾道市内の総観光客数の変化 

② 着地別割合 

観光客の着地別割合では、尾道地域内への来訪が約 6 割と、市内全体の過半数を占めていま

す。 

（資料）尾道市「H27年広島県観光客統計調査票」 

▲ 観光客の着地別割合 
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③ 外国人観光客数 

本市を訪れる海外からの観光客は、近年増加傾向で、平成 27年には約 21 万人となっており、

過去最高となっています。 

（資料）尾道市 

▲ 尾道市への外国人観光客数 

④ 利用交通手段 

観光客の尾道までの主な交通手段は、自家用車が市全体で 6 割以上となっています。鉄道

（JR山陽本線・山陽新幹線）を利用する来訪者は、全体の約3割程度となっています。 

（資料）平成26年尾道市観光動態調査業務報告書 

▲ 観光客の尾道までの主な交通手段 
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